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(57)【要約】
　創傷部位に陰圧を加えるための方法および装置が開示
される。装置は、陰圧供給源と、処理要素と、メモリと
、を備えており、メモリは、プロセッサで実行されたと
き、陰圧の供給源を介して創傷部位に望ましい陰圧を生
成するように試みるステップと、第1の所定時間の後に
望ましい陰圧が生成されなかった場合、第2の所定時間
にわたり陰圧供給源の運転を停止させるステップと、そ
の後に、創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試み
るステップとを装置に実施させるように構成された命令
を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局所的な陰圧の創傷部位への適用における前記創傷部位に陰圧をかけるための装置であ
って、
　陰圧供給源と、
　処理要素と、
　メモリと、
　を備え、
　前記メモリが、プロセッサで実行されたときに、
　　前記陰圧供給源を介して、前記創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステ
ップと、
　　第1の所定時間の後に前記望ましい陰圧が生成されなかった場合に、第2の所定時間に
わたり前記陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　　その後に、前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
を前記装置に実施させるように構成された命令を含む、装置。
【請求項２】
　前記命令が、
　さらなる所定時間の後、前記望ましい陰圧が生成されなかった場合、前記第2の所定時
間にわたり前記陰圧供給源の運転を停止させるステップ
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　前記命令が、
　前記第2の所定時間にわたり前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップを繰り返
し、その後に、前記望ましい陰圧が前記さらなる所定時間の後に生成されないときに、N
サイクルにわたり、前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みるステップ
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項2に記載の装置。
【請求項４】
　前記命令が、
　前記望ましい陰圧がNサイクルの後に生成されないときに、前記装置の運転を停止させ
るステップ
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項3に記載の装置。
【請求項５】
　前記装置が、運転を停止したとき警告信号を出すように構成される、請求項4に記載の
装置。
【請求項６】
　前記命令が、
　前記創傷部位における陰圧を監視するステップと、
　前記監視された陰圧が陰圧閾値に満たない場合、前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生
成するように試みるステップと
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項1から5のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項７】
　前記陰圧供給源がポンプを含む、請求項1から6のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みる前記ステップが、前記ポンプ
を作動させるステップを含む、請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップが、前記ポンプの運転を停止させるス
テップを含む、請求項7または8に記載の装置。
【請求項１０】



(3) JP 2013-540477 A 2013.11.7

10

20

30

40

50

　前記装置の入口に結合された圧力センサをさらに備え、
　前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みる前記ステップが、前記圧力セ
ンサで測定された圧力に応じて前記ポンプを制御するステップを含む、請求項7から9のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記命令が、
　前記創傷部位で前記望ましい陰圧を維持するために、前記圧力センサで測定された前記
圧力に応じて前記ポンプを制御するステップ
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記装置の前記入口とポンプの入口との間に結合された一方向弁をさらに備える、請求
項10または11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記陰圧供給源が、前記装置を外部の陰圧供給源に結合するように構成された弁体を備
える、請求項1から5のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップが、前記弁体を閉じるステップを含む
、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記創傷部位で前記望ましい陰圧を生成するように試みる前記ステップが、前記弁体に
より前記装置の入口からの流体の流れを調整するステップを含む、請求項13または14に記
載の装置。
【請求項１６】
　前記装置の前記入口に結合された圧力センサをさらに備え、
　前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みる前記ステップが、前記圧力セ
ンサで測定された圧力に応じて前記弁体を制御するステップをさらに含む、請求項15に記
載の装置。
【請求項１７】
　前記命令が、
　前記陰圧の生成に成功するのに要した時間が閾値時間制限を超える場合、前記第2の所
定時間にわたり前記陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　その後に、前記創傷部位で前記望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項1から16のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項１８】
　前記命令が、
　前記陰圧供給源のデューティサイクルを監視するステップと、
　前記創傷部位に対する前記望ましい陰圧の生成に成功することなく、前記デューティサ
イクルがデューティサイクル閾値を超える場合に、前記陰圧供給源の運転を停止させるス
テップと
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項1から17のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項１９】
　前記デューティサイクルは、時間制限の間に前記陰圧供給源が動作する時間を含む、請
求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記命令が、
　前記デューティサイクルが、持続時間にわたり前記デューティサイクル閾値を超える場
合、前記陰圧供給源の運転を停止させるステップ
を前記装置に実施させるようにさらに構成される、請求項18または19に記載の装置。
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【請求項２１】
　前記持続時間が30分を含む、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　創傷部位に局所的な陰圧をかけるための創傷被覆材であって、
　創傷部位の上を密封するための気体不透過性カバー層であって、開口部を備える気体不
透過性カバー層と、
　前記開口部に結合される請求項1から21のいずれか一項に記載の装置と
を備える創傷被覆材。
【請求項２３】
　創傷部位に局所的な陰圧をかけるために陰圧を付与する方法であって、
　陰圧供給源を介して、前記創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
、
　第1の所定時間の後に前記望ましい陰圧が生成されなかった場合に、第2の所定時間にわ
たり前記陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　その後に、前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
を含む方法。
【請求項２４】
　さらなる所定時間の後に前記望ましい陰圧が生成されなかった場合に、前記第2の所定
時間にわたり前記陰圧供給源の運転を停止させ、次いで、その後に前記創傷部位に前記望
ましい陰圧を生成するように試みるステップ
をさらに含む、請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第2の所定時間にわたり前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップを繰り返
し、その後に、前記望ましい陰圧が前記さらなる所定時間の後に生成されないときに、N
サイクルにわたり、前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みるステップ
をさらに含む、請求項24に記載の方法。
【請求項２６】
　前記望ましい陰圧が前記Nサイクルの後に生成されないときに、前記装置の運転を停止
させるステップ
をさらに含む、請求項25に記載の方法。
【請求項２７】
　前記装置が運転を停止したとき、警告信号を出す前記ステップをさらに含む、請求項26
に記載の方法。
【請求項２８】
　前記陰圧供給源がポンプを含み、また前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するよう
に試みる前記ステップが、前記ポンプを作動させるステップを含む、請求項23から27のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップが、前記ポンプの運転を停止させるス
テップを含む、請求項28に記載の方法。
【請求項３０】
　前記陰圧供給源が、前記装置を外部の陰圧供給源に結合するように構成された弁体を含
み、また
　前記創傷部位に前記望ましい陰圧を生成するように試みる前記ステップが、前記弁体に
より前記装置の入口からの流体の流れを調整するステップを含む、請求項23から27のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記陰圧供給源の運転を停止させる前記ステップが、前記弁体を閉じるステップを含む
、請求項30に記載の方法。
【請求項３２】
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　前記陰圧供給源のデューティサイクルを監視するステップと、
　前記創傷部位に対する前記望ましい陰圧の生成に成功することなく、前記デューティサ
イクルがデューティサイクル閾値を超える場合に、前記陰圧供給源の運転を停止させるス
テップと
をさらに含む、請求項23から31のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　前記デューティサイクルは、時間制限の間に前記陰圧供給源が動作する時間を含む、請
求項32に記載の方法。
【請求項３４】
　前記デューティサイクルが、持続時間にわたって前記デューティサイクル閾値を超える
場合、前記陰圧供給源の運転を停止させるステップ
をさらに含む、請求項32または33に記載の方法。
【請求項３５】
　前記持続時間が30分を含む、請求項34に記載の方法。
【請求項３６】
　コンピュータに、請求項23から35のいずれか一項に記載の方法を実施させるためのプロ
グラム命令を含むコンピュータプログラム。
【請求項３７】
　実質的に添付図面を参照して本明細書で前に述べた方法。
【請求項３８】
　実質的に添付図面を参照して本明細書で前に述べたように構成され、かつ配置される装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、陰圧をかけるための方法および装置に関する。詳細には、これだけに限らな
いが、本発明は、創傷部位に局所的な陰圧をかけることにおける創傷部位への陰圧の適用
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　TNP(局所陰圧)療法の効果を高めることが意図された他の療法プロセスと共に、創傷に
対してTNP療法を適用するための装置およびその使用法を提供することに関する利用可能
な従来技術が多くある。このような従来技術の例は、以下で列挙し、かつ簡単に述べるも
のを含む。
【０００３】
　TNP療法(Vacuum Assisted Closure(真空支援閉鎖法)または陰圧創傷療法と呼ばれるこ
ともある)は、組織の浮腫を低減し、血流および組織の肉芽化を促進し、過度の浸出液を
除去することにより、創傷の閉鎖と治癒を支援し、かつ細菌負荷を低下させて、創傷への
感染を低減することができる。さらに、TNP療法は、創傷の外部からの障害を少なくする
ことができ、より迅速な治癒を促進することができる。
【０００４】
　本明細書に参照により組み込まれる国際公開第2004/037334号パンフレットでは、創傷
を吸引し、灌注し(irrigating)、洗浄するための装置、創傷被覆材、および方法が述べら
れる。非常に一般的な用語で、その出願は、創傷に灌注する、かつ/または洗浄するため
のさらなる液をさらに提供することと併せて、創傷を吸引するためにTNP療法を適用する
ことにより創傷の治療を行うことを述べており、創傷浸出液と灌注液を共に含む液が、次
いで、吸引手段により引き抜かれ、そこにある有益な物質を有害な物質から分離するため
の手段を通して循環される。創傷の治癒に有益な物質は、創傷被覆材を通して再循環され
、また創傷の治癒に有害な物質は、ごみ収集袋または容器に廃棄される。
【０００５】
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　本明細書に参照により組み込まれる国際公開第2005/04670号パンフレットでは、吸引、
灌注、および洗浄を用いて創傷を洗浄するための装置、創傷被覆材、および方法が述べら
れている。これも非常に一般的な用語で、この文書に記述されている発明は、創傷の吸引
、灌注、および洗浄に関して、国際公開第2004/037334号パンフレットにおけるものと同
様の装置を使用するが、それは、例えば、創傷に対して最も有効な治療効果を有する最適
な温度になるように、創傷部位/被覆材へと戻るその有益な物質の温度を制御する加熱手
段を提供する重要な追加のステップをさらに含む。
【０００６】
　しかし、上記で述べた装置および方法は、概して、例えば、使用される装置が複雑であ
り、装置をどのように操作し、維持するかについての専門家知識を有する人員を必要とし
、さらに比較的重く、かつかさばり、患者が病院環境外に容易に移動するようには適応し
ていないため、患者が入院したときに適用可能であるに過ぎない。
【０００７】
　例えば、連続した入院を必要とせず、比較的重篤ではない創傷を有するが、TNP療法を
長期に適用することから利益が得られるはずの何人かの患者は、容易に運ぶことができ、
維持可能なTNP療法装置の可用性を受けて家庭または職場で治療することが可能になるは
ずである。この目的のために、英国特許出願公開第307180号明細書は、患者により運ぶこ
とができ、かつベルトもしくはハーネスにクリップすることのできる可搬型のTNP療法ユ
ニットを述べている。したがって、陰圧を創傷部位に加えることができる。
【０００８】
　しかし、この可搬型装置は、なお比較的かさばるものであり、訓練された介護者により
患者を監視する必要がありうる。さらに、このような可搬型の療法ユニットは、一般に、
漏れにより生ずる創腔中への流体流量に対処する能力が低い。これは、漏れが存在する創
傷部位で望ましい陰圧を維持する能力のないことに起因して発せられる多数の警報を生ず
る。
【０００９】
　可搬型装置に関連する他の問題は、主電源などの電源に連続的に接続されるのではなく
、バッテリパックなどのオンボード電源が使用されることもあることである。このような
バッテリパックは、限られた電力資源を有するだけであり、したがって、電力障害のため
、時には、TNP療法が、望ましい時点になる前に停止するおそれのあることが理解されよ
う。
【００１０】
　熟練した技術的な支援者を必要とせずに、患者が単独で使用できる治療ユニットに関連
する他の問題は、時には望ましい治療を維持または開始できない場合に、警告灯もしくは
警告アラームが起動される可能性のあることである。これは、キューの意味を理解してい
ない可能性のある患者を困惑させるおそれがある。
【００１１】
　TNP療法を提供するために使用される装置に関連するさらに他の問題は、陰圧を生成す
るポンプに関連するモータが、時々、起動または停止することである。治療ユニットから
送られる容積の変化は、患者の心配の原因になりうる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】国際公開第2004/037334号パンフレット
【特許文献２】国際公開第2005/04670号パンフレット
【特許文献３】英国特許出願公開第307180号明細書
【特許文献４】米国特許出願第13/092,042号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
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　本発明のいくつかの実施形態の目的は、上記で述べた問題の1つまたは複数のものを少
なくとも部分的に軽減することである。
【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態の目的は、創傷の閉鎖および治癒を支援するために、創傷
部位に望ましい陰圧を与えることを制御するための方法を提供することである。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施形態の目的は、一時的な漏れが存在する場合に不必要な警報が
生成されることを回避する圧力制御装置を提供することである。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態の目的は、電池の電力寿命を延長するのを助ける圧力制御
装置を提供することである。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施形態の目的は、ポンプモータの起動または電源切断動作の数を
減らす圧力制御装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の第1の態様によれば、創傷部位に局所的な陰圧をかけるために、創傷に被覆材
を装着するための装置が提供され、装置は、
　陰圧供給源と、
　処理要素と、
　メモリと、を備え、
　前記メモリが、プロセッサで実行されたときに、
　　陰圧供給源を介して、創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステップと、
　　第1の所定時間の後に望ましい陰圧が生成されなかった場合に、第2の所定時間にわた
り陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　　その後に、創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
を装置に実施させるように構成された命令を含む。
【００１９】
　本発明の第2の態様によれば、創傷部位に局所陰圧(TNP)を適用する方法が提供され、方
法は、
　陰圧供給源を介して、創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステップと、
　第1の所定時間の後に、望ましい陰圧が生成されなかった場合、第2の所定時間にわたり
陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　その後に、創傷部位に望ましい陰圧を生成するように試みるステップと
を含む。
【００２０】
　本発明の第3の態様によれば、創傷に陰圧を加えるための装置が提供され、装置は、
　被覆材に結合された陰圧供給源と、
　制御装置であり、
　　被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成するために陰圧供給源を作動させ、
　　第1の時間間隔が終了したとき、被覆材下の陰圧が第1の望ましい陰圧に達していない
場合、第2の時間間隔の間、陰圧供給源の運転を停止させ、かつ
　　第2の時間間隔が終了したとき、被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成するために陰圧
供給源を作動させる
ように構成された制御装置と
を備える。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、第1の閾値を超える第1の回数にわたり陰圧供給
源を作動させた後、被覆材下に第1の望ましい陰圧が生成されていないとき、陰圧供給源
の運転を停止させるようにさらに構成される。
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【００２２】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、第1の回数が第1の閾値を超えたとき、第3の時
間間隔の間、陰圧供給源の運転を停止させるようにさらに構成される。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、装置は、陰圧供給源を作動させたり停止させたりするために
制御装置に信号を送るように構成されたスイッチをさらに備え、制御装置は、第3の時間
間隔が終了したときに、または、陰圧供給源を作動させるための信号をスイッチから受け
取ったときに、陰圧供給源が作動して被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成するようにさ
らに構成される。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、装置は、表示器をさらに備え、制御装置は、第1の回数が第1
の閾値を超えたときに表示器を作動させるようにさらに構成される。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、装置は、第3の時間間隔が終了したときに、または、陰圧供
給源を作動させるための信号をスイッチから受け取ったときに、表示器を停止させるよう
にさらに構成される。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、表示器は密封中の漏れを表示する。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、
　被覆材下の陰圧が第1の望ましい陰圧に達したとき、陰圧供給源の運転を停止させ、か
つ被覆材下の陰圧を監視し、かつ
　被覆材下の陰圧が陰圧閾値未満に低下した場合、陰圧供給源を作動させて被覆材下の第
2の望ましい陰圧を生成する
ようにさらに構成される。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、第1および第2の望ましい陰圧は同じである。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、第2の望ましい陰圧は、第1の望ましい陰圧未満である。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、被覆材下の陰圧が第2の望ましい陰圧に達した
場合、または被覆材下の陰圧が第4の時間間隔が終了したときに第2の望ましい陰圧に達し
ていない場合、陰圧供給源の運転を停止させるようにさらに構成される。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、被覆材下の陰圧が、第4の時間間隔が終了したときに第2の望
ましい陰圧に達していない場合、制御装置は、第2の時間間隔が終了したときに陰圧供給
源を作動させて、被覆材下の第1の望ましい陰圧を生成するようにさらに構成される。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、制御装置が陰圧供給源を作動させて第2の閾値
未満の第2の回数に対して第2の望ましい陰圧に達する場合、陰圧供給源が作動して被覆材
下で第1の望ましい陰圧を生成するようにさらに構成される。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、
　前記制御装置が陰圧供給源を作動させて第2の閾値を超える第2の回数に対して第2の望
ましい陰圧に達する場合、陰圧供給源の運転を停止させ、かつ
　第3の時間間隔が終了すると、または陰圧供給源を作動させるための信号をスイッチか
ら受け取ると、陰圧供給源が作動して、被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成する
ようにさらに構成される。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、
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　陰圧供給源のデューティサイクルを監視し、かつ
　陰圧が被覆材下で第1または第2の望ましい陰圧に達することなく、デューティサイクル
が第1のデューティサイクル閾値を超える場合、陰圧供給源の運転を停止させる
ようにさらに構成される。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、デューティサイクルは、所定時間の間に陰圧供給源が作動す
る時間、割合、またはパーセンテージを含む。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、第1のデューティサイクル閾値を超えるデュー
ティサイクルの数を計算し、第1のデューティサイクル閾値を超えるデューティサイクル
の数が、第2のデューティサイクル閾値を超えるとき、陰圧供給源の運転を停止させるよ
うにさらに構成される。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、第1のデューティサイクル閾値を超える連続す
るデューティサイクルの数を計算するようにさらに構成される。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、第2のデューティサイクル閾値は30分を含む。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、第3の時間間隔が終了すると、または陰圧供給
源を作動させるための信号をスイッチから受け取ると、陰圧供給源が作動して被覆材下に
第1の望ましい陰圧を生成するようにさらに構成される。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、陰圧供給源はポンプを含む。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、装置は、被覆材下の圧力を感知し、かつ感知した圧力を制御
装置に伝達するように構成された圧力センサをさらに備える。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、装置は、被覆材と流体連通している入口と陰圧供給源との間
に結合された一方向弁をさらに備える。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、陰圧供給源は、陰圧の外部供給源にポートを接続するように
構成された弁を備える。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、制御装置は、弁を動作させることにより陰圧供給源を作動さ
せたり停止させたりするようにさらに構成される。
【００４５】
　本発明の第4の態様によれば、創傷に対して陰圧をかける方法が提供され、方法は、
　創傷の上に実質的に流体不透過性シールを生成するように、創傷の上に被覆材を配置す
るステップと、
　陰圧供給源を被覆材に結合するステップと、
　陰圧供給源を作動させて、被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成するステップと、
　第1の時間間隔が終了したとき、被覆材下の陰圧が第1の望ましい陰圧に達していない場
合に、第2の時間間隔の間、陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　第2の時間間隔が終了したとき、陰圧供給源を作動させて、被覆材下に第1の望ましい陰
圧を生成するステップと
を含む。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、方法は、第1の閾値を超える第1の回数に対して陰圧供給源を
作動させた後、第1の望ましい陰圧が被覆材下に生成されていない場合、陰圧供給源の運
転を停止させるステップをさらに含む。
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【００４７】
　いくつかの実施形態では、方法は、第1の回数が第1の閾値を超えるとき、第3の時間間
隔の間、陰圧供給源の運転を停止させるステップをさらに含む。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、方法は、第3の時間間隔が終了すると、または陰圧供給源を
作動させるための信号をスイッチから受け取ると、陰圧供給源が作動して、被覆材下に第
1の望ましい陰圧を生成するステップをさらに含む。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、方法は、第1の回数が第1の閾値を超えたときにユーザに対し
て表示するステップをさらに含む。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、方法は、第3の時間間隔が終了すると、または陰圧供給源を
作動させるための信号をスイッチから受け取ると表示を停止するステップをさらに含む。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、表示するステップは密封の漏れを示している。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、方法は、
　被覆材下の陰圧が、第1の望ましい陰圧に達したとき、陰圧供給源の運転を停止させ、
かつ被覆材下の陰圧を監視するステップと、
　被覆材下の陰圧が、陰圧閾値未満に低下する場合、陰圧供給源を作動させて、被覆材下
に第2の望ましい陰圧を生成するステップと
をさらに含む。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、第1および第2の望ましい陰圧は同じである。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、第2の望ましい陰圧は、第1の望ましい陰圧未満である。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、方法は、被覆材下の陰圧が、第2の望ましい陰圧に達した場
合、または第4の時間間隔が終了したとき、被覆材下の陰圧が、第2の望ましい陰圧に達し
ていない場合、陰圧供給源の運転を停止させるステップをさらに含む。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、方法は、第4の時間間隔が終了したとき被覆材下の陰圧が第2
の望ましい陰圧に達していない場合、第2の時間間隔が終了したときに、陰圧供給源を作
動させて、被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成するステップをさらに含む。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、方法は、陰圧供給源を作動させて第2の閾値未満の第2の回数
に対して第2の望ましい陰圧に達する場合、陰圧供給源が作動して、被覆材下に第1の望ま
しい陰圧を生成するステップをさらに含む。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、方法は、
　陰圧供給源を作動させて第2の閾値を超える第2の回数に対して第2の望ましい陰圧に達
する場合、陰圧供給源の運転を停止させるステップと、
　第3の時間間隔が終了したとき、または陰圧供給源を作動させるための信号をスイッチ
から受け取ったとき、陰圧供給源が作動して、被覆材下に第1の望ましい陰圧を生成する
ステップと
をさらに含む。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、方法は、
　陰圧供給源のデューティサイクルを監視するステップと、
　陰圧が被覆材下で第1または第2の望ましい陰圧に達することなく、デューティサイクル
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が第1のデューティサイクル閾値を超える場合、陰圧供給源の運転を停止させるステップ
と
をさらに含む。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、デューティサイクルは、所定時間の間に陰圧供給源が作動す
る時間、割合、またはパーセンテージを含む。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、方法は、第1のデューティサイクル閾値を超えるデューティ
サイクルの数を計算するステップと、第1のデューティサイクル閾値を超えるデューティ
サイクルの数が、第2のデューティサイクル閾値を超えるとき、陰圧供給源の運転を停止
させるステップとをさらに含む。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、方法は、第1のデューティサイクル閾値を超える連続するデ
ューティサイクルの数を計算するステップをさらに含む。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、第2のデューティサイクル閾値は30分を含む。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、方法は、さらに、第3の時間間隔が終了すると、または陰圧
供給源を作動させるための信号をスイッチから受け取ると、陰圧供給源が作動して、被覆
材下に第1の望ましい陰圧を生成するステップをさらに含む。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、陰圧供給源はポンプを含む。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、方法は、被覆材下の圧力を感知するステップをさらに含む。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、方法は、弁を操作することにより、陰圧供給源を作動させた
り停止させたりするステップをさらに含む。
【発明の効果】
【００６８】
　本発明のいくつかの実施形態は、創傷腔(wound chamber)内への一時的な漏れにより警
報が生ずるのを回避することができ、さらに汚染物質が創傷部位に吸引されて、漏れ部を
介して創傷腔内に入る可能性も低減する利点を提供する。
【００６９】
　本発明のいくつかの実施形態は、望ましい陰圧を創傷部位に送るために使用される電池
駆動による陰圧供給源の有効寿命を延ばす利点を提供する。
【００７０】
　本発明の実施形態を、例示のために過ぎないが、次に添付の図面を参照して以下で説明
する。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】陰圧創傷療法を創傷部位に適用するための構成を示す図である。
【図２】圧力制御装置の概略図である。
【図３】さらなる圧力制御装置の概略図である。
【図４】制御装置の状態図である。
【図５】制御装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００７２】
　図面中、同様の参照数字は同様の部分を示す。
【００７３】
　図1は、創傷部位10に陰圧創傷療法を適用するための構成を示している。充填材料12が
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創腔内に配置され、次いで、ドレープ14が、創傷部位10の周りの皮膚表面に密封されて、
創傷腔の周辺に流体密封を形成する。圧力制御装置100などの陰圧供給源は、管16を介し
て創腔に結合される。液収集キャニスタ(図示せず)を、圧力制御装置100と創傷腔との間
に結合して、創傷部位10から吸引された何らかの創傷浸出液を収集することができる。充
填材料12を使用することは任意選択であり、必要に応じて、いくつかの実施形態では削除
することもできる。
【００７４】
　代替的には、自給式の創傷被覆材をドレープの代わりに使用することができ、このよう
な創傷被覆材は、被覆材の層の内部に創傷浸出液を吸収し、別個の液収集キャニスタの必
要性がなくなる。
【００７５】
　本明細書で述べる実施形態と組み合わせて使用できる創傷被覆材に関するさらなる詳細
は、参照により本明細書にその全体が組み込まれる2011年4月21日に出願された米国特許
出願第13/092,042号明細書で見出すことができる。
【００７６】
　本発明のいくつかの実施形態における装置に対する陰圧範囲は、約-50mmHgと-200mmHg
の間にできると考えられる(これらの圧力は、通常の周囲の大気圧に対してであり、した
がって、-200mmHgは実際的な用語では約560mmHgとなることに留意されたい)。圧力範囲は
、約-75mmHgと-150mmHgの間とすることが適切である。代替的には、最高で-75mmHg、最高
で-80mmHg、または-80mmHgを超える圧力範囲を使用することができる。さらに適切には、
-75mmHg未満の圧力範囲を使用することもできる。あるいは、-100mmHgを超える、または-
150mmHgを超える圧力範囲を使用することも可能である。
【００７７】
　図2は、陰圧を創傷部位10に加えるために使用できる本発明の実施形態による圧力制御
装置100の概略図を示している。圧力制御装置は、圧力センサ116に、さらに一方向逆止め
弁104を介してポンプ106の入口に結合された入口102を含む。ポンプは、電池114から電力
を引き出す電気モータ108により動作される。制御装置112は、圧力センサ116に結合され
、電気モータ108の動作を制御するための制御信号を送る。表示器110は、制御装置112に
結合されて、ユーザへの状態信号のオーディオおよび/または視覚的フィードバックを可
能にする。ポンプ106の出口は、圧力制御装置の出口118に結合される。ユーザは、動作を
開始または終了するために、電源ボタン120を使用することができる。
【００７８】
　図示されたポンプ106は、非常に効率がよく、かつ必要な陰圧を提供することのできる
薄膜ポンプである。ぜん動ポンプまたは同様のものなどの他のタイプのポンプも使用でき
ることが理解されよう。いくつかの構成では、一方向逆止め弁104は、ポンプ106の一部を
形成することができ、装置の別個の要素として存在しないこともありうる。
【００７９】
　装置は、電池で駆動されるものとして述べられているが、代替的に、装置は、主電源か
ら電力を受け、バッテリパワーセルを取り外すことも可能であることが理解されよう。い
くつかの構成では、装置は、主電源から、または主電源から再充電できる再充電可能な電
池から電力を受けることができる。
【００８０】
　動作において、入口102は、例えば、管16の長さを介して、創傷部位10の上に形成され
た創傷腔に結合される。電気モータ108は、制御装置112の制御下でポンプ106を駆動し、
入口102に陰圧を送る。次いで、創傷部位に望ましい陰圧を提供するために、陰圧を創傷
腔に送ることができる。逆止め弁104は、ポンプ106が作動していないとき、入口102にお
ける陰圧レベルを維持し、漏れが起きないようにする。
【００８１】
　圧力制御装置100を最初に創傷腔に接続すると、創傷部位における圧力は、大気圧と等
しくなり、創傷部位で望ましい陰圧を確立するために最初の減圧(pump-down)を行う必要
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がある。これには、望ましい陰圧が得られるまで、ポンプ106を長時間、動作させる必要
がある。
【００８２】
　入口102における圧力は、創傷部位で受ける圧力を示しており、この圧力は、圧力セン
サ116により測定される。制御装置112は、圧力センサ116で測定された圧力値を受け取り
、測定された圧力が望ましい陰圧に達した後、制御装置は、ポンプ106の運転を停止させ
る。制御装置112は、次いで、圧力センサにおける圧力の監視を続ける。
【００８３】
　最初の減圧段階中に、制御装置112が、望ましい陰圧を一定の(例えば、10分、20分、30
分、40分などの)時間内に達成していないと判定した場合、創傷腔への漏れが存在する可
能性があり、この状態は、表示器110を介して信号が送られ、創傷腔が正しく密封されて
いないこと、または何らかの他のエラーもしくは障害が存在することを示す。
【００８４】
　望ましい陰圧が確立された後、制御装置112は、圧力制御装置の入口における圧力を監
視する。創傷腔内への流体漏れが生ずること時々があり、創傷部位で受ける陰圧レベルを
低下させる、言い換えると、創傷部位の絶対圧力が増加する。圧力センサ116で測定され
、かつ制御装置112に送られた圧力値は、したがって、流体が創傷腔内に漏れると増加す
ることになる。測定された陰圧値が、ある規定圧力レベルより低下したとき、制御装置11
2は、創傷部位に望ましい陰圧を再確立するために、ポンプ106を再び作動させることにな
る。望ましい陰圧、および制御装置がポンプを再び作動させる規定圧力レベルは、創傷部
位に局所的な陰圧を加えるために圧力をその間に維持すべきであるヒステリシス限度を提
供する。
【００８５】
　しかし、例えば、空気である流体が、最大のポンプ106容量を超える流量で創傷腔内に
漏れるおそれのある漏れが形成された場合、圧力制御装置100が、創傷部位で望ましい陰
圧を維持することができなくなる。このような漏れが存在する中で、圧力制御装置100が
、望ましい陰圧を再確立しようとする試みを継続する場合、バッテリパワーセル114が使
い果たされることになる。さらに、大きな漏れが存在する中でポンプを連続して動作させ
ることは、創傷部位に汚染物質を吸引するおそれがあり、また望ましくない創傷部位の過
度の乾燥を生ずるおそれがある。したがって、制御装置112は、望ましい陰圧が、所定時
間にわたるポンプ106の動作後に再確立しない場合、ポンプ106の運転を停止させるように
構成される。例えば、約30分と4時間の間の何らかの時間である。
【００８６】
　創傷腔内への漏れの形成は、一連の要因によって生ずる可能性がある。このような漏れ
の1つの一般的な原因は、圧力制御装置100を用いて治療されている患者の動作である。例
えば、患者が横になっている状態から座位へ移動したとき、または歩行時の正常な範囲の
動作中に、漏れが形成される可能性がある。このような漏れは一時的なものである可能性
があり、患者が運動を続けるとき、またはその前の姿勢に戻るとき、普通は再密封されて
いることが分かる。したがって、その後に再密封される漏れを検出したことによりポンプ
106の運転が停止させられる可能性がある。しかし、漏れが再密封された後の圧力制御装
置の動作は、創傷腔内の望ましい陰圧を再確立できるはずである。
【００８７】
　本発明の実施形態によれば、制御装置112は、望ましい陰圧レベルが創傷腔内で達成さ
れることなく所定時間にわたってポンプが動作した後、ポンプ106の運転を停止させるよ
うに構成される。すなわち、タイムアウトイベントが生ずる。制御装置は、次いで、ポン
プ106を用いて創傷部位に望ましい陰圧を再確立する再試行の試みを行う前に、さらなる
所定時間にわたり待機する。ポンプの運転が一時的に停止されている間に漏れが再密封さ
れた場合、望ましい陰圧を再確立する再試行の試みは成功し、圧力制御装置100の動作を
、通常通り継続することができる。しかし、漏れがなお存在する場合、さらなるタイムア
ウトイベントが行われ、ポンプは、さらなる所定時間にわたって運転が停止されることに
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なる。
【００８８】
　ポンプ106の運転を停止させ、次いで、望ましい陰圧を再確立するように試みるサイク
ルは、どんな漏れも再密封する機会を提供するために何回も繰り返すことができる。しか
し、タイムアウトイベントが生じると、創傷部位の陰圧が低下し始め、したがって、創傷
部位に提供される陰圧創傷療法が中断されることになる。治療中の短い中断は問題になり
えないが、陰圧が加えられない所定時間が長くなることは、好ましくは回避すべきである
。さらに、創傷腔内への漏れ経路が長時間にわたり存在する場合、創傷部位に達する汚染
物質の可能性が増加する。したがって、望ましい陰圧を再確立するために、数Nの不成功
な試みが行われた場合、その漏れは一時的なものではなく恒久的なものであると想定でき
、制御装置112は、圧力制御装置100の動作を使用不可にし、注意が必要であるという信号
を、オーディオおよび/または視覚的なキューを介してユーザに送る。こうすることによ
り、患者または介護者が何らかの被覆材またはドレープを交換して、それにより創傷腔を
改良するように手配することを可能にし、かつ陰圧創傷療法を継続することが可能になる
。Nは、両端を含む1と5の間の整数であるのが適切である。
【００８９】
　代替的には、ポンプ106およびモータ108を除外することができ、陰圧は、真空管路また
は真空貯蔵器に接続することなどにより、陰圧の外部供給源を介して提供することができ
る。図3は、陰圧の外部供給源と共に使用するためのさらなる圧力制御装置200の概略図を
提供し、それは、創傷部位10に陰圧を送るために使用することができる。圧力制御装置20
0は、入口102と出口118の間に結合された制御可能な弁202を含む。出口118は、陰圧の外
部供給源に結合される。制御装置212は、制御信号を弁202に送り、入口102に対する、か
つそれにより創傷腔に対する陰圧の外部供給源の結合を制御する。入口102の圧力は入口
に結合された圧力センサ116により監視され、またこの監視された圧力は、制御装置212に
送られる。
【００９０】
　図3の圧力制御装置200の動作は、陰圧の外部供給源に創傷腔を結合するために弁202を
動作させることにより圧力が制御されることを除き、圧力制御装置100の動作と同じであ
る。制御装置112は、弁202を制御することにより、入口102における陰圧レベルを制御す
ることができる。圧力センサ116を介して入口の圧力を監視することにより、制御装置212
は弁を制御し、創傷部位に望ましい陰圧を提供することができる。
【００９１】
　図2の圧力制御装置とは異なり、漏れが存在する中で望ましい陰圧を提供することを長
時間にわたり試みることが、バッテリパワーセルの消耗を生ずることはない。しかし、長
時間、漏れが存在する中で陰圧を加え続けることは、創傷腔内に汚染物質を吸引する可能
性があること、および腔内を通る空気の流れにより創傷部位を乾燥させる可能性があるこ
とにより、やはり望ましいものではない。したがって、図3の制御装置212は、圧力制御装
置100に関して上記で述べたものと同様の制御流れを実施する。つまり、制御装置212は、
望ましい陰圧が、所定時間内に創傷部位で確立されない場合、弁を閉じることにより、外
部の陰圧供給源から入口102を切り離すように構成される。創傷腔内への一時的な漏れが
再密封される機会を提供するために、望ましい陰圧を再確立するためのいくつかの試みを
次いで行うことができる。
【００９２】
　したがって、図2および3の圧力制御装置は、創傷部位に陰圧を加えることを制御するこ
とができ、また有利には、創傷腔内への流体の一時的な漏れに起因する警報の数を減らす
ことができる。空気が一定レベルを超える流量で創傷腔内に入るおそれのある漏れが形成
されたとき、圧力制御装置は、所定時間の間、創傷腔への陰圧の供給を無効にするように
構成され、漏れが再密封される機会を提供する。次いで、漏れが一時的なものであり、再
密封された場合、その後に行われる試みで望ましい陰圧を再確立することができる。こう
することにより、一時的な漏れに対する警報状態を示す必要が回避され、さらに、創傷腔
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内に汚染物質および過度の量の空気を吸引する問題が回避される。こうすることによりさ
らに、ポンプモータが繰り返し通電および通電解除されることが回避され、それによって
関連する雑音レベルの変化が回避され、かつポンプモータの寿命が向上する。
【００９３】
　制御装置112、212は、マイクロコントローラ、または特定用途向けIC、または同様のも
のとして実施することができ、また上記で述べた制御機能を提供するための命令を実行す
ることができる。例えば、適切なマイクロコントローラは、ST Microelectronics(STマイ
クロエレクトロニクス社)からのSTM8L MCUファミリーからのもの、例えば、ST Microelec
tronicsのSTM8L151G4U6であり、あるいはFreescale(フリースケール社)からのMC9S08QE4/
8シリーズからのもの、例えば、FreescaleのMC9S08QE4CWJである。
【００９４】
　制御装置112の動作は、有限状態マシンとして記述することができる。制御装置の動作
は、図4を参照して以下で述べられ、図1で示す圧力制御装置に対する制御装置112の動作
を記述する状態図300が示されている。
【００９５】
　図5は、制御装置112の一実施形態を示す。制御装置は、制御機能を実施するためのプロ
グラムコードを保持できるメモリ502を備える。メモリは、命令を実行できるマイクロコ
ントローラ504に結合される。マイクロコントローラは、入力506および出力508に結合さ
れ、それを介して、マイクロコントローラは、システムの動作を監視し、かつ圧力制御装
置の他の部分に制御信号を送ることができる。
【００９６】
　図4を再度参照すると、作動ストリップが最初に引っ張られたとき、またはユーザボタ
ンが押下されたときなどに行われる圧力制御装置100が作動310されると、制御装置112は
、圧力制御装置が正しく動作していることを保証するために電源投入時の自己診断(POST)
302を行う。電源投入時の自己診断が失敗した場合、圧力制御装置を使用すべきではない
。したがって、失敗したPOSTの後、制御装置は、回復不能なエラー状態304に遷移し、エ
ラーが表示器110を介してユーザに送られる。POSTに合格した場合、制御装置112は、スタ
ンバイ状態を介して動作状態308に遷移し、ユーザがボタンにより指示すると、最初の減
圧312が行われ、ポンプ106は、創傷腔に望ましい陰圧が確立されるまで動作する。代替的
には、制御装置は、状態312で最初の減圧を行う前にユーザ入力を待つことができる。
【００９７】
　望ましい陰圧が成功裡に確立された後、制御装置は、圧力監視状態316に遷移する。し
かし、所定時間後に、望ましい圧力が確立されず、最初の減圧状態312が望ましい陰圧を
確立することができない場合(漏れを示す)、タイムアウトが生ずる。最初のタイムアウト
では、制御装置は、待ち状態314に遷移することになり、その場合、制御装置は、最初の
減圧状態312に遷移して戻る前に、ある時間にわたり待機する。最初の減圧状態312から、
さらなるタイムアウトが生ずる可能性があり、制御装置は、行われる再試行の試みの数の
カウントを維持する。望ましい陰圧が確立されると、再試行を試みた数は、リセットする
ことができる。
【００９８】
　タイムアウトが生じ、かつ再試行サイクルの数が、許容される再試行の試みの所定の最
大数を超える場合、制御装置は、休止状態306に遷移する。休止状態306にあるとき、制御
装置は、ユーザ入力に応じて、または最大の休止時間の後、休止状態306から、最初の減
圧状態312へと遷移することになる。
【００９９】
　圧力監視状態316では、制御装置は、圧力センサ116で測定された圧力を監視し、圧力が
望ましい圧力範囲外に低下した場合、制御装置は、減圧維持状態318に遷移する。減圧維
持状態318では、吸引ポンプが、例えば、約10秒と60秒の間などの所定時間の間、または
望ましい陰圧が創傷腔内で再確立されるまでのいずれか速く行われる方により作動される
。
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【０１００】
　何らかのヒステリシスが、望ましい圧力範囲に組み込まれており、したがって、圧力監
視状態316から減圧維持状態318への遷移をトリガする圧力値、すなわち、最小の望ましい
陰圧は、減圧維持状態318中にポンプの動作により創傷腔に確立される望ましい陰圧より
も低いことに留意されたい。例えば、上記で論じた動作圧力範囲を使用すると、望ましい
陰圧は、-150mmHgとすることができ、また最小の望ましい陰圧は-75mmHgとすることがで
きる。代替的に、制御装置は、望ましい陰圧の一定のパーセンテージの範囲内に圧力を維
持するように動作することができ、例えば、5%ヒステリシスを使用することができる。
【０１０１】
　吸引ポンプが所定時間にわたり動作する前に望ましい陰圧に達した場合、制御装置は圧
力監視状態316に遷移して戻る。
【０１０２】
　しかし、通常、創傷腔内への漏れに起因して、望ましい陰圧が創傷腔中で再確立される
ことなく、ポンプが所定時間にわたり動作した場合、圧力制御装置は、漏れが存在するこ
とを知らせる信号を送る。圧力が、ヒステリシス限度内にある、すなわち、最小の望まし
い陰圧と望ましい陰圧との間にある場合、これは、ポンプの容量と同様の流量を有する高
い漏れの存在を示している。この状況では、ポンプは、望ましい陰圧が再確立されるまで
、または創傷部位の圧力がヒステリシス限度内にもはや維持されなくなるまで動作を継続
する。
【０１０３】
　多量の漏れが存在する中で、最大維持時間に達する前に望ましい陰圧が回復した場合、
制御装置は、圧力監視状態316に遷移して戻ることになるが、漏れの存在を知らせる信号
を送る。しかし、吸引ポンプが、望ましい陰圧を回復するための最大維持時間を超えて動
作する場合、制御装置は、漏れの存在を知らせる信号を送りながら、休止状態306に遷移
することになる。
【０１０４】
　減圧維持状態318中に、創傷腔内の圧力がヒステリシス限度内に維持されない場合、重
大な漏れが生じており、制御装置は待ち状態314に遷移する。
【０１０５】
　いくつかの実施形態では、所定時間の後、望ましい圧力が確立されておらず、かつ減圧
維持状態318が、最大維持時間に達する前に望ましい陰圧を確立することができない場合
、タイムアウトが生ずる。最初のタイムアウトでは、制御装置は待ち状態314に遷移する
ことになり、そこで、制御装置は、最初の減圧状態312に遷移して戻る前に、ある時間に
わたり待機する。減圧維持状態318からさらなるタイムアウトが生ずる可能性があり、制
御装置は、再試行の試みが行われた数のカウントを維持する。減圧維持状態318で望まし
い陰圧が確立されると、再試行の試みの数はリセットされうる。タイムアウトが生じて、
再試行の試みの数が、許容された再試行の試みの所定の最大数を超える場合、制御装置は
、上記で述べたように、休止状態306へと遷移する。
【０１０６】
　したがって、漏れが所定の限度を超えるようなものであり、かついくつかの実施形態で
は、ポンプ動作時間をポンプ停止時間で除したものとして定義されるポンプのデューティ
サイクル(DC)が所定の限度を超える場合、ポンプは、特定の持続時間にわたりヒステリシ
ス限度内で動作を継続すべきである。例えば、図4で示すように約30分である。したがっ
て、圧力監視ループにおいて、デューティサイクルが所定の限度未満である場合、すべて
問題はない。デューティサイクルが、特定の限度を超えているが、タイムアウト時間未満
である場合、ポンプは、最高で30分動作を継続する。DCがタイムアウトを超えている場合
、休止状態306に入る。
【０１０７】
　動作状態308にある間の任意の時間に、ユーザ入力に応じて、制御装置を休止状態306に
することができる。電池の電圧が低電圧遮断レベルに達すると、または圧力制御装置の寿
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命に達すると、制御装置は、圧力制御装置の運転を停止させ、寿命の終了(End of Life)
状態に達する。
【０１０８】
　図3の圧力制御装置200に関して述べられた制御装置212は、上記で述べたものと同様に
動作するが、最初の減圧状態および減圧維持状態は、弁作動状態で置き換えられ、その場
合、入口102は、制御可能な弁体202を介して出口118に接続された外部の陰圧供給源に結
合される点で異なる。
【０１０９】
　代替的に、POST状態302が除かれる。
【０１１０】
　圧力制御装置は、再使用可能に構成され、かつ必要に応じて装置をオンおよびオフする
ことのできるスイッチを備えることができる。このような再使用可能な装置は、再充電可
能な電池を含むことができ、電池の置換え/再充電が可能なように、低電力であることを
指示することができる。
【０１１１】
　1回使用の使い捨て圧力制御装置では、作動ストリップを引くことにより作動させるこ
とができるが、装置を廃棄するまで、1度作動した装置の運転を停止させることはできな
い可能性がある。
【０１１２】
　本明細書の記述および特許請求の範囲を通して、用語「含む/備える(comprise)」、お
よび「含む(contain)」、ならびに、例えば、「含む/備える(comprising)」および「含む
/備える(comprises)」など、用語の変化形は、「含むが、これだけに限らない」ことを意
味しており、他の部分、付加物、コンポーネント、整数、またはステップを排除すること
を意図していない(かつ排除しない)。
【０１１３】
　本明細書の記述および特許請求の範囲を通して、単数は、文脈がその他の形で要求しな
い限り、複数を含む。特に不定冠詞が使用される場合、本明細書は、文脈がその他の形で
要求しない限り、単数と同様に複数も企図されるものと理解すべきである。
【０１１４】
　本発明の特定の態様、実施形態、または例と共に述べられた特徴、整数、特性、化合物
、化学的な成分、または群は、非互換性のものではない限り、本明細書で述べられた任意
の他の態様、実施形態、または例に対して適用可能であることを理解されたい。
【符号の説明】
【０１１５】
　　10　創傷部位
　　12　充填材料
　　14　ドレープ
　　16　管
　　100　圧力制御装置
　　102　入口
　　104　一方向逆止め弁
　　106　ポンプ
　　108　電気モータ
　　110　表示器
　　112　制御装置
　　114　電池、バッテリパワーセル
　　116　圧力センサ
　　118　出口
　　120　電源ボタン
　　200　圧力制御装置
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　　202　弁、弁体
　　212　制御装置
　　502　メモリ
　　504　マイクロコントローラ
　　506　入力
　　508　出力

【図１】

【図２】

【図３】
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